
安全対策 屋外

ベランダ
ベランダは常に整理整とんを。
植木鉢は落下しないよう低い位
置に置く。

プロパンガス
鎖でしっかりと固定しておく。

通路・非常階段の整理
非常扉、非常階段の場所は必ず確認しておきます。災

害時、通路や非常階段に物があふれていると避難で

きません。避難経路の確保も含めて緊急時に通行で

きるようにしておきましょう。

エレベーターの利用
エレベーターに乗っていたら、各階のボタンをすべて

押して停止した階で直ちに降りてください。

万が一、エレベーター内に閉じ込められてしまった

ら、非常ボタン、非常電話で救助を求めましょう。無理

に開けようとするのは危険なのでやめましょう。

また、避難する時はエレベーターを利用せずに階段で

避難するようにしましょう。

屋根
屋根瓦にひび割れ、ずれ、は
がれがあれば補強する。屋
根に取り付けたものはしっ
かり固定する。

ブロック塀
ひび割れや傾きがあれば修理
する。土中にしっかりとした基
礎部分がないものや、鉄筋が
入っていないものは補強する。

●一戸建ての場合

●集合住宅の場合

高層マンションなどでの注意事項
揺れが大きくなることへの対策揺れが大きくなることへの対策
高層階になればなるほど建物の揺れが大きくなることが
あります。揺れに備えて家具類の転倒防止対策は必ず行
いましょう。

食べ物等はどれくらい備蓄しておけばいいの？食べ物等はどれくらい備蓄しておけばいいの？
エレベーターが停止すると物資の持ち運びが困難にな
るので多目に備蓄するよう心がけましょう。

無料耐震診断地震対策

みよし市
での取り組み

昭和56年5月31日以前着工の木造住宅を対
象にご自宅の耐震診断を無料で行います。

耐震改修補助

詳しくは TEL.0561-32-8023（担当：都市計画課）までお問い合わせください

　平均風速15～ 20m/sの風が吹くと、歩行者が転倒し
たり、高速道路での車の運転に支障が出始め、更に強くな
ると建物の損壊、農作物の被害、交通障害など社会に甚
大な被害をもたらします。また、風で飛ばされてきたもの
で電線が切れて停電したり、最大風速が40m/sを超える
と電柱が倒れたりすることがあります。
　さらに、台風の周辺では、暖かい空気が流れ込み大気
の状態が不安定となり、活発な積乱雲が発生して竜巻等
の激しい突風を伴うこともあります。

写真

写真

写真

暴風による災害（台風）

側溝から噴き出す水 商店の被害

田んぼの被害 河岸の崩落により壊れたガードレール

和歌山県田辺市伏菟野地区の土砂崩れ 那智大社の被害

●浸水害●浸水害
　大雨等による地表水の増加に排水が追いつかず、用水
路、下水溝などがあふれて氾濫したり、河川の増水や高潮
によって排水が阻まれたりして、住宅や田畑が水につかる
災害を浸水害といいます。内水氾濫と呼ぶこともありま
す。また、道路や田畑が水につかることを冠水ということ
もあります。

●洪水害●洪水害
　大雨や融雪などを原因として、河川の流量が異常に増
加することによって堤防の浸食や決壊、橋の流出等が起
こる災害を洪水害といいます。一般的には、堤防の決壊
や河川の水が堤防を越えたりすることにより起こる氾濫
を洪水と呼んでいます。

●土砂災害●土砂災害
　土砂災害は、すさまじい破壊力をもつ土砂が、一瞬にして多くの人命や
住宅などの財産を奪ってしまう恐ろしい災害です。
　山腹や川底の石や土砂が集中豪雨などによって一気に下流へと押し流
される現象を土石流といいます。また、山の斜面や自然の急傾斜の崖、人
工的な造成による斜面が突然崩れ落ちることを崖崩れといいます。 土砂災害現場 破壊された道路

大雨による災害

平成23年台風第12号による被害

耐震診断の結果によって耐震補修工事を実施す
る場合、市から補助があります。

土砂災害に関する用語

急傾斜地の崩壊等が発生した場合
に、建築物に損壊が生じ住民等の
生命又は身体に著しい危害が生じ
るおそれがあると認められる区域

・土砂災害特別警戒区域とは
急傾斜地の崩壊等が発生した
場合に、住民等の生命又は身
体に危害が生じるおそれがあ
ると認められる区域

・土砂災害警戒区域とは
傾斜度30度以上、高さ5ｍ以上の急傾斜地があり、そ
の急傾斜地の崩壊によって被害を受ける一定以上の
人家や公共施設がある場合、地面を触る工事によって
その急傾斜地に悪影響を及ぼすと考えられる区域

・急傾斜地崩壊危険区域とは
傾斜度30度以上、高さ5ｍ以上の
急傾斜地で、人家１戸以上又は公
共施設に被害が及ぶおそれのある
とされた箇所

・急傾斜地崩壊危険箇所とは
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防災気象情報とその効果的な利用（大雨の場合） 主な気象情報

予報用語

人の受けるイメージ

人への影響

屋内（木造住宅を想定）

屋外の様子

車に乗っていて

ザーザーと降る。

地面からの跳ね返りで
足元がぬれる。

雨の音で話し声がよく
聞き取れない。

地面一面に水たまりができる。 道路が川のようになる。 水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなる。

傘をさしていてもぬれる。

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく。

傘は全く役に立たなくなる。

どしゃ降り。

ワイパーを速くしても
見づらい。 車の運転は危険。

バケツをひっくり返した
ように降る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫感が
あり、恐怖を感ずる。

やや強い雨

1時間雨量(mm) 10以上～20未満 20以上～30未満 30以上～50未満 50以上～80未満 80以上

強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

高速走行時、車輪と路面の
間に水膜が生じブレーキが効
かなくなる。
（ハイドロプレーニング現象）

この程度の雨でも長く続く時
は注意が必要。

側溝や下水、小さな川があ
ふれ、小規模の崖崩れが始
まる。

山崩れ・崖崩れが起きやす
くなり危険地帯では避難の準
備が必要。
都市では下水管から雨水が
あふれる。

都市部では地下室や地下街に
雨水が流れ込む場合がある。
マンホールから水が噴出する。
土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

雨による大規模な災害の発生
する恐れが強く、厳重な警戒
が必要。災害発生状況

予報用語

速さの目安

人への影響

屋外・樹木の様子

走行中の車

建造物

平均風速(m/s) 10以上～15未満 15以上～20未満 20以上～25未満 25以上～30未満 30以上～35未満 35以上～40未満 40以上

風に向かって歩きに
くくなる。
傘がさせない。

樹木全体が揺れ始め
る。電線が揺れ始め
る。

道路の吹流しの角度
が水平になり、高速
運転中では横風に流
される感覚を受ける。

樋（とい）が揺れ始
める。

高速運転中では、横
風に流される感覚が
大きくなる。

屋根瓦・屋根葺材が
はがれるものがある。
雨戸やシャッターが
揺れる。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するも
のがある。固定されていないプレ
ハブ小屋が移動、転倒する。ビニー
ルハウスのフィルム（被覆材）が
広範囲に破れる。

固定の不十分な金属屋根の葺材
がめくれる。
養生の不十分な仮設足場が崩落
する。

外装が広範囲にわたっ
て飛散し、下地材が露
出するものがある。

住家で倒壊するもの
がある。
鉄骨構造物で変形す
るものがある。

通常の速度で運転するのが困難
になる。 走行中のトラックが横転する。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外
れ始める。

細い木の幹が折れたり、根の張っていない木が倒れ始める。
看板が落下・飛散する。道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるものがある。
ブロック塀で倒壊するものがある。

風に向かって歩けな
くなり、転倒する人
も出る。高所での作
業はきわめて危険。

何かにつかまっていないと立って
いられない。
飛来物によって負傷する恐れが
ある。

屋外での行動は極めて危険。

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風
一般道路の自動車 高速道路の自動車 特急電車

●雨の強さと降り方

●特別警報・警報・注意報

●水害・土砂災害の「警戒レベル」 

●風の強さと吹き方

　気象庁は、大雨や強風などによって災害が起こるおそれのあると
きは「注意報」を、重大な災害が起こるおそれのあるときは「警報」
を、さらに、重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは「特別
警報」を発表して注意や警戒を呼びかけます。
　特別警報の基準は、特に異常な現象を捕捉する気象要素とし、都
道府県や市区町村の意見を聴取して定めました。警報や注意報の
発表基準は、災害の発生と気象要素との関係を地域毎に調べ、都道
府県などの防災機関と調整して決めています。このため、警報や注
意報の発表基準値は地域によって多少異なります。また、災害の発
生状況や防災対策の進展を考慮し適宜見直しています。なお、地震
活動や火山活動などにより災害の発生しやすさなどが変化した場
合、通常とは異なる基準で発表することがあります。

　平成30年7月豪雨の教訓を踏まえ、内閣府により改定された「避難勧告等に関するガイドライン」は、令和元年台風第19号の教訓を踏まえ、避難
勧告と避難指示を「避難指示」に一本化する等の災害対策法の改正に伴い、「避難情報に関するガイドライン」に名称が見直されました。本ガイドライ
ンに基づき、市民の皆様が災害時に情報の意味を直感的に理解し、避難行動を容易にとれるように、5段階の「警戒レベル」を用いて避難情報を発令
します。また、各種の情報は警戒レベル1～5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。なお、「警戒レベル」の内容につ
いては次の表のとおりです。

大雨や強風などによって
災害が起こるおそれのあるとき

注意報
重大な災害が起こる
おそれがあるとき

警報
重大な災害の危険性が
著しく高まっているとき

特別警報

特別警報
大雨、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

警　報
大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

注意報
大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、
融雪、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる場合は、
近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所
に避難しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいの
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をしま
しょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの
避難行動を確認しましょう。

防災気象情報等の最新情報に注意するなど、
災害への心構えを高めましょう。

緊急安全確保
【市が発令】

※災害が実際に発生していることを把握
　した場合に、可能な範囲で発令します。

※地域の状況に応じて緊急的又は重ね
　て避難を促す場合等に発令します。

避難指示
【市が発令】

高齢者等避難
【市が発令】

大雨注意報
洪水注意報等
【気象庁が発表】

早期注意情報
【気象庁が発表】

住民がとるべき行動 避難情報等警戒レベル

警戒レベル5
〔大雨特別警報〕

警戒レベル4
〔土砂災害警戒情報〕

警戒レベル3
〔大雨警報・洪水警報〕

警戒レベル2

警戒レベル1

※1　夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル3（高齢者等避難）に相当します。
※2　「極めて危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完了しておくことが重要であり、「濃い紫」は大雨特別警報が発表された際の警戒レベル5緊急安全確保の発令対象区

域の絞り込みに活用することが考えられます。

気象状況 気象庁等の情報 市町村の対応 住民が取るべき行動 警戒レベル

大雨
特別警報

氾濫
発生情報

～～～～～～～～～～＜警戒レベル4までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

・担当職員の連絡態勢確立
・気象情報や雨量の状況
  を収集

災害への
心構えを高める

・注意呼びかけ
・警戒すべき区域の巡回

・警報の住民への周知
・避難場所の準備・開設
・必要地域に避難準備
  （要配慮者避難）情報　

・応急対応体制確立
・必要地域に避難指示
・避難呼びかけ

・特別警報が発表され非常に危険な
  状況であることの住民への周知
・直ちに最善を尽くして身を守るよう
  住民に呼びかけ
・必要地域に緊急安全確保

自らの
避難行動を確認
ハザードマップ等により、自宅等
の災害リスクを再確認するととも
に、避難情報の把握手段を再確
認するなど。

危険な場所から
高齢者等は避難
高齢者等以外の人も必要に応じ、
普段の行動を見合わせ始めたり、
避難の準備をしたり、自主的に避
難する。

命の危険
直ちに安全確保 !
すでに安全な避難ができず、命が
危険な状況。いまいる場所よりも
安全な場所へ直ちに移動等する。

危険な場所から全員避難
過去の重大な災害の発生時に匹
敵する状況。この段階までに避難
を完了しておく。
台風などにより暴風が予想される
場合は、暴風が吹き始める前に
避難を完了しておく。

大雨の
数日～約１日前

大雨の
半日～数時間前

大雨の
数時間～
2時間程度前

数十年に
一度の大雨

大雨警報※1

洪水警報

土砂災害
警戒情報

大雨注意報
洪水注意報

早期
注意情報
（警報級の
可能性）

氾濫
危険情報

非常に
危険
極めて※2
危険

氾濫
警戒情報

氾濫
注意情報注意報

大雨警報に
切り替える
可能性が高い

警戒
（警報級）

注意
（注意報級）

キキクル
（危険度分布）

5

4

3

2

1

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保
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防災気象情報とその効果的な利用（大雨の場合） 主な気象情報

予報用語

人の受けるイメージ

人への影響

屋内（木造住宅を想定）

屋外の様子

車に乗っていて

ザーザーと降る。

地面からの跳ね返りで
足元がぬれる。

雨の音で話し声がよく
聞き取れない。

地面一面に水たまりができる。 道路が川のようになる。 水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなる。

傘をさしていてもぬれる。

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく。

傘は全く役に立たなくなる。

どしゃ降り。

ワイパーを速くしても
見づらい。 車の運転は危険。

バケツをひっくり返した
ように降る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫感が
あり、恐怖を感ずる。

やや強い雨

1時間雨量(mm) 10以上～20未満 20以上～30未満 30以上～50未満 50以上～80未満 80以上

強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

高速走行時、車輪と路面の
間に水膜が生じブレーキが効
かなくなる。
（ハイドロプレーニング現象）

この程度の雨でも長く続く時
は注意が必要。

側溝や下水、小さな川があ
ふれ、小規模の崖崩れが始
まる。

山崩れ・崖崩れが起きやす
くなり危険地帯では避難の準
備が必要。
都市では下水管から雨水が
あふれる。

都市部では地下室や地下街に
雨水が流れ込む場合がある。
マンホールから水が噴出する。
土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

雨による大規模な災害の発生
する恐れが強く、厳重な警戒
が必要。災害発生状況

予報用語

速さの目安

人への影響

屋外・樹木の様子

走行中の車

建造物

平均風速(m/s) 10以上～15未満 15以上～20未満 20以上～25未満 25以上～30未満 30以上～35未満 35以上～40未満 40以上

風に向かって歩きに
くくなる。
傘がさせない。

樹木全体が揺れ始め
る。電線が揺れ始め
る。

道路の吹流しの角度
が水平になり、高速
運転中では横風に流
される感覚を受ける。

樋（とい）が揺れ始
める。

高速運転中では、横
風に流される感覚が
大きくなる。

屋根瓦・屋根葺材が
はがれるものがある。
雨戸やシャッターが
揺れる。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するも
のがある。固定されていないプレ
ハブ小屋が移動、転倒する。ビニー
ルハウスのフィルム（被覆材）が
広範囲に破れる。

固定の不十分な金属屋根の葺材
がめくれる。
養生の不十分な仮設足場が崩落
する。

外装が広範囲にわたっ
て飛散し、下地材が露
出するものがある。

住家で倒壊するもの
がある。
鉄骨構造物で変形す
るものがある。

通常の速度で運転するのが困難
になる。 走行中のトラックが横転する。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外
れ始める。

細い木の幹が折れたり、根の張っていない木が倒れ始める。
看板が落下・飛散する。道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるものがある。
ブロック塀で倒壊するものがある。

風に向かって歩けな
くなり、転倒する人
も出る。高所での作
業はきわめて危険。

何かにつかまっていないと立って
いられない。
飛来物によって負傷する恐れが
ある。

屋外での行動は極めて危険。

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風
一般道路の自動車 高速道路の自動車 特急電車

●雨の強さと降り方

●特別警報・警報・注意報

●水害・土砂災害の「警戒レベル」 

●風の強さと吹き方

　気象庁は、大雨や強風などによって災害が起こるおそれのあると
きは「注意報」を、重大な災害が起こるおそれのあるときは「警報」
を、さらに、重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは「特別
警報」を発表して注意や警戒を呼びかけます。
　特別警報の基準は、特に異常な現象を捕捉する気象要素とし、都
道府県や市区町村の意見を聴取して定めました。警報や注意報の
発表基準は、災害の発生と気象要素との関係を地域毎に調べ、都道
府県などの防災機関と調整して決めています。このため、警報や注
意報の発表基準値は地域によって多少異なります。また、災害の発
生状況や防災対策の進展を考慮し適宜見直しています。なお、地震
活動や火山活動などにより災害の発生しやすさなどが変化した場
合、通常とは異なる基準で発表することがあります。

　平成30年7月豪雨の教訓を踏まえ、内閣府により改定された「避難勧告等に関するガイドライン」は、令和元年台風第19号の教訓を踏まえ、避難
勧告と避難指示を「避難指示」に一本化する等の災害対策法の改正に伴い、「避難情報に関するガイドライン」に名称が見直されました。本ガイドライ
ンに基づき、市民の皆様が災害時に情報の意味を直感的に理解し、避難行動を容易にとれるように、5段階の「警戒レベル」を用いて避難情報を発令
します。また、各種の情報は警戒レベル1～5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。なお、「警戒レベル」の内容につ
いては次の表のとおりです。

大雨や強風などによって
災害が起こるおそれのあるとき

注意報
重大な災害が起こる
おそれがあるとき

警報
重大な災害の危険性が
著しく高まっているとき

特別警報

特別警報
大雨、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

警　報
大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

注意報
大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、
融雪、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる場合は、
近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所
に避難しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいの
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をしま
しょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの
避難行動を確認しましょう。

防災気象情報等の最新情報に注意するなど、
災害への心構えを高めましょう。

緊急安全確保
【市が発令】

※災害が実際に発生していることを把握
　した場合に、可能な範囲で発令します。

※地域の状況に応じて緊急的又は重ね
　て避難を促す場合等に発令します。

避難指示
【市が発令】

高齢者等避難
【市が発令】

大雨注意報
洪水注意報等
【気象庁が発表】

早期注意情報
【気象庁が発表】

住民がとるべき行動 避難情報等警戒レベル

警戒レベル5
〔大雨特別警報〕

警戒レベル4
〔土砂災害警戒情報〕

警戒レベル3
〔大雨警報・洪水警報〕

警戒レベル2

警戒レベル1

※1　夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル3（高齢者等避難）に相当します。
※2　「極めて危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完了しておくことが重要であり、「濃い紫」は大雨特別警報が発表された際の警戒レベル5緊急安全確保の発令対象区

域の絞り込みに活用することが考えられます。

気象状況 気象庁等の情報 市町村の対応 住民が取るべき行動 警戒レベル

大雨
特別警報

氾濫
発生情報

～～～～～～～～～～＜警戒レベル4までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～

・担当職員の連絡態勢確立
・気象情報や雨量の状況
  を収集

災害への
心構えを高める

・注意呼びかけ
・警戒すべき区域の巡回

・警報の住民への周知
・避難場所の準備・開設
・必要地域に避難準備
  （要配慮者避難）情報　

・応急対応体制確立
・必要地域に避難指示
・避難呼びかけ

・特別警報が発表され非常に危険な
  状況であることの住民への周知
・直ちに最善を尽くして身を守るよう
  住民に呼びかけ
・必要地域に緊急安全確保

自らの
避難行動を確認
ハザードマップ等により、自宅等
の災害リスクを再確認するととも
に、避難情報の把握手段を再確
認するなど。

危険な場所から
高齢者等は避難
高齢者等以外の人も必要に応じ、
普段の行動を見合わせ始めたり、
避難の準備をしたり、自主的に避
難する。

命の危険
直ちに安全確保 !
すでに安全な避難ができず、命が
危険な状況。いまいる場所よりも
安全な場所へ直ちに移動等する。

危険な場所から全員避難
過去の重大な災害の発生時に匹
敵する状況。この段階までに避難
を完了しておく。
台風などにより暴風が予想される
場合は、暴風が吹き始める前に
避難を完了しておく。

大雨の
数日～約１日前

大雨の
半日～数時間前

大雨の
数時間～
2時間程度前

数十年に
一度の大雨

大雨警報※1

洪水警報

土砂災害
警戒情報

大雨注意報
洪水注意報

早期
注意情報
（警報級の
可能性）

氾濫
危険情報

非常に
危険
極めて※2
危険

氾濫
警戒情報

氾濫
注意情報注意報

大雨警報に
切り替える
可能性が高い

警戒
（警報級）

注意
（注意報級）

キキクル
（危険度分布）

5

4

3

2

1

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保
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　台風や大雨は、毎年大きな災害をもたらします。警報などの防災気象情報を利用して、
被害を未然に防いだり、軽減することが可能です。テレビやラジオなどの気象情報に十分注意
してください。台風や大雨の危険が近づいているというニュースや気象情報を見たり聞いたり
したら、災害への備えをもう一度確認しましょう。

家の外の備え1

2

3

家の中の備え
懐中電灯 携帯用ラジオ（乾電池） 救急薬品 衣　類

非常用食品 携帯ボンベ式コンロ 貴重品など

飛散防止フィルムなどを窓ガラスに貼ったり、万一の飛来物の
飛び込みに備えてカーテンやブラインドをおろしておく。

●非常用品の確認

●室内からの安全対策

断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に水を張るなどし
て生活用水を確保する。

●水の確保

避難所の確認など避難所の確認など
●学校や公民館など、避難場所として指定
　されている場所への避難経路を確認しておく。

●窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、
　必要に応じて補強する。

●風で飛ばされそうなものは飛ばないよう
　固定したり、家の中へ格納する。

●側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。

●普段から家族で避難場所や連絡方法などを
　話し合っておく。
●避難するときは、持ち物を最小限にして、
　両手が使えるようにしておく。

その他の風水害 風水害への備え

雷による災害
　雷は、積乱雲の位置次第で、海面、平野、山岳など場所を選ばず落ちます。また、周囲より高いものほど

落ちやすいという特徴があります。※ グラウンド、平地、山頂、尾根等の周囲の開けた場所にいると、積乱

雲から直接人体に落雷（直撃雷といいます）することがあり、直撃雷を受けると約8割の人が死亡します。※

　また、落雷を受けた樹木等のそばに人がいると、その樹木等から人体へ雷が飛び移ることがあります。

（側撃雷といいます）

　木の下で雨宿りなどをしていて死傷する事故は、ほとんどがこの側撃雷が原因です。※ 遠くで雷の音が

したら、すでに危険な状況です。自分のいる場所にいつ落雷してもおかしくありません。

●雷鳴が遠くても、雷雲はすぐに近づいてきます。屋外にいる人は安全な場所に避難しましょう。
●なるべく早く建物や屋根付きの乗り物（自動車など）に避難しましょう。

落雷のようす

木や電柱から4m以上離れる!
POINT

身を守る
ためには

竜巻による災害
　日本では、平均して年に25個程度、竜巻の発生が確認されています（海上竜巻を除く）。

　一つの市町村でみれば90年に一度程度の極めて稀な現象ですが、一度発生すると家屋の倒壊や車両

の転倒、飛来物の衝突などにより、短時間で大きな被害をもたらすことがあります。

　また、積乱雲からはダウンバーストやガストフロントといった突風もしばしば発生し、竜巻と同様に短時

間で大きな被害をもたらすことがあります。

●避難するときは屋根瓦など飛散物に注意しましょう。
●避難できない場合は、物陰やくぼみに身をふせましょう。

●家の中心部に近い、窓のない部屋に移動しましょう。
●窓、雨戸を閉め、カーテンを引きましょう。
●頑丈な机の下に入り、頭と首を守りましょう。

竜巻による被害

高潮による被害（熊本県提供）

高潮による災害
　高潮は、台風や発達した低気圧などに伴い、気圧が下がり海面が吸い上げられる効果と強風により海水

が海岸に吹き寄せられる効果のために、海面が異常に上昇する現象です。台風や発達した低気圧の接近、

上陸に伴って短時間のうちに急激に潮位が上昇し、海水が海岸堤防等を超えると一気に浸水します。また

高波が加わるとさらに浸水の危険が増します。台風が接近すると、暴風、激しい雨、波しぶきで避難所へ移

動することが困難になりますので、台風情報や高潮警報を確認し、安全に行動できるうちに避難すること

が大切です。

頑丈な建物の中へ避難
屋内でも窓や壁から離れる

身を守る
ためには

POINT

POINT

情報を正しく認識し、自らの判断によってより早めに避難する
●自分がいる場所の海抜などの危険度を把握する。
●あわてず、単独行動は避ける、複数で避難を。　●車の使用は避け、とにかく高い所に避難する。
●弱者優先が避難の原則！お年寄りや小さな子供などは、しっかり保護しましょう。
●垂れ下がった電線に触れてはいけません。

身を守る
ためには

POINT

ダウンバーストとは
積乱雲から吹き降ろす下降気流が地表に衝突して水平に
吹き出す激しい空気の流れです。吹き出しの広がりは数百
メートルから十キロメートル程度で、被害地域は円形ある
いは楕円形など面的に広がる特徴があります。

ガストフロントとは
積乱雲の下で形成された冷たい（重い）空気の塊が、その重
みにより温かい（軽い）空気の側に流れ出すことによって
発生します。水平の広がりは竜巻やダウンバーストより大
きく、数十キロメートル以上に達することもあります。

※冊子「雷から身を守るためには」（日本大気電気学会編集）より

※

Xバンド愛知県版

雨量情報
サイト

気象庁 キキクル（土砂災害）の危険度分布

●気象庁　キキクル（土砂災害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/index.html

●気象庁　キキクル（浸水害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html

●気象庁　キキクル（洪水害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

●気象庁　高解像度降水ナウキャスト
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
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　台風や大雨は、毎年大きな災害をもたらします。警報などの防災気象情報を利用して、
被害を未然に防いだり、軽減することが可能です。テレビやラジオなどの気象情報に十分注意
してください。台風や大雨の危険が近づいているというニュースや気象情報を見たり聞いたり
したら、災害への備えをもう一度確認しましょう。

家の外の備え1

2

3

家の中の備え
懐中電灯 携帯用ラジオ（乾電池） 救急薬品 衣　類

非常用食品 携帯ボンベ式コンロ 貴重品など

飛散防止フィルムなどを窓ガラスに貼ったり、万一の飛来物の
飛び込みに備えてカーテンやブラインドをおろしておく。

●非常用品の確認

●室内からの安全対策

断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に水を張るなどし
て生活用水を確保する。

●水の確保

避難所の確認など避難所の確認など
●学校や公民館など、避難場所として指定
　されている場所への避難経路を確認しておく。

●窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、
　必要に応じて補強する。

●風で飛ばされそうなものは飛ばないよう
　固定したり、家の中へ格納する。

●側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。

●普段から家族で避難場所や連絡方法などを
　話し合っておく。
●避難するときは、持ち物を最小限にして、
　両手が使えるようにしておく。

その他の風水害 風水害への備え

雷による災害
　雷は、積乱雲の位置次第で、海面、平野、山岳など場所を選ばず落ちます。また、周囲より高いものほど

落ちやすいという特徴があります。※ グラウンド、平地、山頂、尾根等の周囲の開けた場所にいると、積乱

雲から直接人体に落雷（直撃雷といいます）することがあり、直撃雷を受けると約8割の人が死亡します。※

　また、落雷を受けた樹木等のそばに人がいると、その樹木等から人体へ雷が飛び移ることがあります。

（側撃雷といいます）

　木の下で雨宿りなどをしていて死傷する事故は、ほとんどがこの側撃雷が原因です。※ 遠くで雷の音が

したら、すでに危険な状況です。自分のいる場所にいつ落雷してもおかしくありません。

●雷鳴が遠くても、雷雲はすぐに近づいてきます。屋外にいる人は安全な場所に避難しましょう。
●なるべく早く建物や屋根付きの乗り物（自動車など）に避難しましょう。

落雷のようす

木や電柱から4m以上離れる!
POINT

身を守る
ためには

竜巻による災害
　日本では、平均して年に25個程度、竜巻の発生が確認されています（海上竜巻を除く）。

　一つの市町村でみれば90年に一度程度の極めて稀な現象ですが、一度発生すると家屋の倒壊や車両

の転倒、飛来物の衝突などにより、短時間で大きな被害をもたらすことがあります。

　また、積乱雲からはダウンバーストやガストフロントといった突風もしばしば発生し、竜巻と同様に短時

間で大きな被害をもたらすことがあります。

●避難するときは屋根瓦など飛散物に注意しましょう。
●避難できない場合は、物陰やくぼみに身をふせましょう。

●家の中心部に近い、窓のない部屋に移動しましょう。
●窓、雨戸を閉め、カーテンを引きましょう。
●頑丈な机の下に入り、頭と首を守りましょう。

竜巻による被害

高潮による被害（熊本県提供）

高潮による災害
　高潮は、台風や発達した低気圧などに伴い、気圧が下がり海面が吸い上げられる効果と強風により海水

が海岸に吹き寄せられる効果のために、海面が異常に上昇する現象です。台風や発達した低気圧の接近、

上陸に伴って短時間のうちに急激に潮位が上昇し、海水が海岸堤防等を超えると一気に浸水します。また

高波が加わるとさらに浸水の危険が増します。台風が接近すると、暴風、激しい雨、波しぶきで避難所へ移

動することが困難になりますので、台風情報や高潮警報を確認し、安全に行動できるうちに避難すること

が大切です。

頑丈な建物の中へ避難
屋内でも窓や壁から離れる

身を守る
ためには

POINT

POINT

情報を正しく認識し、自らの判断によってより早めに避難する
●自分がいる場所の海抜などの危険度を把握する。
●あわてず、単独行動は避ける、複数で避難を。　●車の使用は避け、とにかく高い所に避難する。
●弱者優先が避難の原則！お年寄りや小さな子供などは、しっかり保護しましょう。
●垂れ下がった電線に触れてはいけません。

身を守る
ためには

POINT

ダウンバーストとは
積乱雲から吹き降ろす下降気流が地表に衝突して水平に
吹き出す激しい空気の流れです。吹き出しの広がりは数百
メートルから十キロメートル程度で、被害地域は円形ある
いは楕円形など面的に広がる特徴があります。

ガストフロントとは
積乱雲の下で形成された冷たい（重い）空気の塊が、その重
みにより温かい（軽い）空気の側に流れ出すことによって
発生します。水平の広がりは竜巻やダウンバーストより大
きく、数十キロメートル以上に達することもあります。

※冊子「雷から身を守るためには」（日本大気電気学会編集）より

※

Xバンド愛知県版

雨量情報
サイト

気象庁 キキクル（土砂災害）の危険度分布

●気象庁　キキクル（土砂災害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/index.html

●気象庁　キキクル（浸水害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html

●気象庁　キキクル（洪水害）の危険度分布
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

●気象庁　高解像度降水ナウキャスト
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
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